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アジェンダ

ブロードバンドネットワークの進化

新世代ネットワークに必要な要素

新世代ネットワークの課題
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「ブロードバンドネットワークの進化」

ＩＲＩＳＩＲＩＳ
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主要IXにおけるトラフィック量の推移

＜＜ 日本インターネットエクスチェンジ日本インターネットエクスチェンジ（株）（株） ホームページより抜粋ホームページより抜粋 ＞＞

472Gbps

ユーザ数：

約8,000万人

ADSLCATV-ISP FTTH

映像配信
音楽配信
映像配信
音楽配信

P2Pファイル交換

IP電話

ナローバンド

提供開始／普及時期

ブロードバンド

提供開始／普及時期

98/7 99/1 99/7 00/1 00/7 01/1 01/7 02/1 02/7 03/1 03/7 04/1 04/7 05/01 05/07

50G

40G

30G

20G

10G

100M 300M 800M
3.8G

9G

21G

30G

324Gbps

ユーザ数：

約7,900万人

日本全国のトラフィック量推移

’04.11 ’05.5

Dial-up

一人当たりのトラフィックは44％増！

ユーザ数は1.3％増

42G

53G

２００４年１１月から２００５年５月の変化

ブロードバンド

高度利用

ＩＰデータの急増ＩＰデータの急増
ＡＤＳＬによる常時接続サービス提供以降、爆発的にトラヒックが増加している
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アクセスネットワークの大容量化アクセスネットワークの大容量化
ＡＤＳＬ技術の登場により、電話線を使ったアクセスが飛躍的に大容量化する。
この頃より、「ブロードバンド」の呼び方が一般的に。

AＤＳＬ：(ADSLﾓﾃﾞﾑ) 

SP：Spriter

BAS：Broadband Access Server 

DSLAM：DSL Access Multiplexer 

Ｓ
Ｐ

ＮＴＴ加入者局

NTT加入者

電話交換機

ＡＤＳＬモデム

一般ユーザー

Ｓ
Ｐ

一般加入電話

ＰＣ

インターネットプロバイダー

インターネット

伝
送
装
置

Ｂ
Ａ
Ｓ

Ｄ
Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｍ

一般加入電話網
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日本のインターネットトラヒック量
日本のインターネットを流れるトラヒックの１／５はソフトバンクグループのユーザー

*: 2005年当社独自調べ

TOKAI 
1%

@Home Japan 
2%

K-Opticom
1%

PoweredCom
1%

NTT-ME(XePhion) 
1%

ﾄﾞｲﾂﾃﾚｺﾑ
1%

Other 
25%

KT (KORnet)  
1%

関西ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｻｰﾋﾞｽ(ZAQ)
1%

IIJ   
1%

NTT-PC(InfoSphere) 
2%

Chunghwa Telecom 
2%

China Telecom 
3%

USEN 
3%

NEC(BIGLOBE) 
3%

Sony Communication(So-net) 
4%

@nifty(INFOWEB) 
5%

KDDI(DION)
7%

NTT Com(OCN) 
15%

ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸｸﾞﾙｰﾌﾟ
20%

ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸｸﾞﾙｰﾌﾟ
20%



7

デマンドの変化デマンドの変化
ユーザーのサービスに対する需要が高度化、複雑化し、ネットワークに対する要求が
変化しつつある

通信と放送の融合

ナビゲーションの充実

ネットワークが
必要とされるもの放送型の視聴から、双方向やオンデマンド型の視

聴にユーザーのライフスタイルが変化

高度なサービスを使いやすくするナビゲーション機能
がネットワークサービスに拡大。

大容量化大容量化

高機能化高機能化

マルチキャスト

エージェント
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バックボーンの伝送速度の高速化、伝送容量の増大

1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015

100M

1G

10G

100G

1T

10T

100T

伝
送

容
量

(
b
it
/
s)

商用1波システム

研究開発レベル

400M
810M

1.6G
2.4G

10G

10G×4ch

20G×132ch

2.4G×4ch

2.4G×16ch

10G×40ch 10G×128ch

1G×10ch

40G×160ch

20G×55ch

商用WDMシステム

40G× 273ch

160G×8 ch

40G×64ch

111G×140c
h

160G×16c
h 

西暦 (年)



9

IP based client

IP based client

DWDM 
(10G/ch) ring 
network using  

MPLS

Customer 
router

High-speed 
core router

IP based client

IP based client

DWDM 
(10G/ch) ring 
network using  

MPLS

Customer 
router

High-speed 
core router

Ultra-
DWDM
(40G-

160G/ch)
mesh

network

PXC
IP router

Photonic
cross-connect 

(PXC)

Interwork
Any client 

signal

Any client signal

GMPLS: Generalized Multi-
Protocol Label Switching) 

control plane

PXC

PXC PXC

PXC

PXC

Ultra-
DWDM
(40G-

160G/ch)
mesh

network

PXC
IP router

Photonic
cross-connect 

(PXC)

Interwork
Any client 

signal

Any client signal

GMPLS: Generalized Multi-
Protocol Label Switching) 

control plane

GMPLS: Generalized Multi-
Protocol Label Switching) 

control plane

PXC

PXC PXC

PXC

PXC

IP router

Optical 
packet
router 
(OPR)

Interwork

Control plane for OPR

OPR OPR

OPR

OPR

OPR

OPR

Ultra-DWDM
optical packet
network (100-

200 G/ch)

Any client 
signal

Any client signal

IP router

Optical 
packet
router 
(OPR)

Interwork

Control plane for OPR

OPROPR OPROPR

OPROPR

OPROPR

OPROPR

OPROPR

Ultra-DWDM
optical packet
network (100-

200 G/ch)

Any client 
signal

Any client signal

2000 2010 2020

西暦 (年)

1T

100T

10P

ネ
ッ

ト
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ー
ク

総
容

量
(
b
it
/
s)

2005 2015

DWDMリングネットワーク

＋動的波長パス
＋全光化

＋光パケット
（光バースト）
技術の適用

光ネットワーク技術の進化
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アプリケーションとアプリケーションとＧＭＰＬＳＧＭＰＬＳの連携の連携

PC

PC

PC

PC

PCとPCとの通信。すべて同一のネットワーク

アプリケーションとアプリケーションの通信。所望の特性を持った通信回線を要求し通信する。

APP1
APP2

APP3

低ジッタ、帯域保証
通常の転送 暗号化、通信記録

GMPLSとアプリケーションの連携

従来の通信

非常に機密性の高い網
(例 量子暗号化など)

IP網

SDH網

GMPLS網

低ジッタ、帯域保証

高機密性

通常の転送
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サービスとネットワークの融合サービスとネットワークの融合

グリッド技術
（ダイナミックネットワーク）

Ｗｅｂサービス高度化
（サーバー間トラフィック増加）

シンクライアント化
（ネットワークセントリック）

サービスとネットワークの融合が加速
ネットワークセントリックな次世代アプリケーションの普及

ネットワークトラフィックの爆発的な増加

バックボーンは数十～数百Ｔｂｐｓの時代に

ＳＯＡＰ



12

機能レベル

年代

コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

回
線

専用線・ＦＲ時代

専用線ＦＲ/ＣＲＦＲ/ＣＲ

VPN時代

IP-VPN
V-LAN

NGN時代

ＮＧＮ

N-NGN時代

ネットワークの高機能化ネットワークの高機能化
ネットワークにコンピューティングパワーが取り込まれていく。
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「新世代ネットワークに必要な要素」

ＩＲＩＳＩＲＩＳ
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① 【超大容量ブロードバンドデータに対応できるスケーラビリティ】

新世代ネットワークアーキテクチャに必要な要素新世代ネットワークアーキテクチャに必要な要素

超大容量次世代バックボーン超大容量次世代バックボーン

公衆無線LAN３Ｇ携帯電話
ＷｉＭＡＸ

ＡＤＳＬ

Ｖｏｉｃｅ

ＦＴＴＨ

イーサアクセス

コアネットワーク
（数百Ｔｂｐｓ以上）

アクセスネットワーク
（数十Ｔｂｐｓ）

様々なアクセスからのブロードバンドデータを処理できる伝送容量、処理速度の実現
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② 【アクセス間のハンドオーバーのサポート】

公衆無線LAN

３Ｇ携帯電話
ＷｉＭＡＸ

ＡＤＳＬ

Ｖｏｉｃｅ

ＦＴＴＨ

イーサアクセス

アクセス同士のシームレスなハンドオーバーの実現。

統合認証プラットフォーム統合認証プラットフォーム

ID : Password

認証許可

認証許可

一度認証すると、その後アクセス手段が
変わっても、端末とシステムが自動的に
認証を実施。

認証許可

認証許可

認証許可

新世代ネットワークアーキテクチャに必要な要素新世代ネットワークアーキテクチャに必要な要素
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③ 【大規模アクセスエリアのカバー】

公衆無線LAN３Ｇ携帯電話
ＷｉＭＡＸ

ＡＤＳＬ

Ｖｏｉｃｅ

ＦＴＴＨ

イーサアクセス

数万～数十万規模のアクセスサイトの制御を実現。

コアネットワーク

アクセスネットワーク

統合認証ＰＦ

次世代ＯＳＳ／ＮＭＳ次世代ＯＳＳ／ＮＭＳ

新世代ネットワークアーキテクチャに必要な要素新世代ネットワークアーキテクチャに必要な要素
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テラビット級バックボーン

(～数十Tbps)
WDMアクセス網
(～数百Gbps)

コ
ン
テ
ン
ツ

ポ
ー
タ
ル

統
合
Ｐ
Ｆ

Ｂ
Ｂ
Ｉ
Ｐ
網

超
高
速
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Yahoo!

ＢＢインターネット ＩＰ－ＶＰＮ／ＶＬＡＮＢＢフォン、おとくライン
３Ｇ携帯電話

ＰＳＴＮ

イーサアクセス

他社網

ＧＭＰＬＳ

ハイグレードＩＰ高品質ＩＰベストエフォート

ユーティリティコンピューティング

ＣＰＵ／ストレージ／アプリ

統合認証プラットホーム

認証／課金／セキュリティ

WDMアクセス網
(～数百Gbps)

端

末

お

客

様

Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

アクセスメニュー

ＭＰＬＳ

XML, Webｻｰﾋﾞｽ

ＩＰ

XML, Webｻｰﾋﾞｽ

ＩＰ

ＩＰ

ＡＤＳＬ

ＦＴＴＨ

公衆無線ＬＡＮ

イ
ー
サ
ネ
ッ
ト

サードパーティ
コンテンツ音楽 映像 ゲーム スポーツ 出版 コマース ファイナンズ ビジネス

サードパーティＩＦ

サードパーティ
ポータル

ＩＲＩＳのネットワーク

・ユーザ情報の自動取得

・サービス・コンテンツの連携

・自動認証／課金

・ 適なサービス、ＮＷの提供

・ＮＷの選択、ＱｏＳの自動制御

ＩＩＲＩＳＲＩＳのアーキテクチャのアーキテクチャ
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テラビット級バックボーン

(～数十Tbps)
WDMアクセス網
(～数百Gbps)

コ
ン
テ
ン
ツ

ポ
ー
タ
ル

統
合
Ｐ
Ｆ

Ｂ
Ｂ
Ｉ
Ｐ
網

超
高
速
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Yahoo!

ＢＢインターネット ＩＰ－ＶＰＮ／ＶＬＡＮＢＢフォン、おとくライン
３Ｇ携帯電話

ＰＳＴＮ

イーサアクセス

他社網

ＧＭＰＬＳ

ハイグレードＩＰ高品質ＩＰベストエフォート

ユーティリティコンピューティング

ＣＰＵ／ストレージ／アプリ

統合認証プラットホーム

認証／課金／セキュリティ

WDMアクセス網
(～数百Gbps)

端

末

お

客

様

Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

アクセスメニュー

ＭＰＬＳ

XML, Webｻｰﾋﾞｽ

ＩＰ

XML, Webｻｰﾋﾞｽ

ＩＰ

ＩＰ

ＡＤＳＬ

ＦＴＴＨ

公衆無線ＬＡＮ

イ
ー
サ
ネ
ッ
ト

サードパーティ
コンテンツ音楽 映像 ゲーム スポーツ 出版 コマース ファイナンズ ビジネス

サードパーティＩＦ

サードパーティ
ポータル

ＩＩＲＩＳＲＩＳを構成する３つのプラットフォームを構成する３つのプラットフォーム

サービスデリバリープラットフォーム

ＩＣＴプラットフォーム

ブロードバンドプラットフォーム
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光ネットワークの増強
総リング構成による、ハイアベイラビリティな光ネットワークを構築済み
更なる大容量化対応に向け、ネットワーク容量拡大を準備

＜NW図凡例＞
赤：SBB-NW
青：SBTM-NW

＜NW図凡例＞
赤：SBB-NW
青：SBTM-NW

山形

京都

長崎 熊本

水戸

松江

松山

鳥取

広島

小牧
沼津

岡山福岡 吹田

大阪

大分

船橋

さいたま

甲府

東京

奈良
和歌山

香川

盛岡

栃木

前橋

函館

札幌

室蘭

青森

秋田

福島

仙台

長岡

金沢

北見

釧路

八戸

志摩

高知

宮崎

鹿児島

佐世保

徳島

沖縄

千歳

那覇

沖縄

上越

佐賀

バックボーン
ネットワーク

メトロ・アクセス
ネットワーク

４０Ｇ光伝送システム化

ＲＯＡＤＭ化
（数年後４０Ｇ化）

ブロードバンドプラットフォーム
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ＩＰレイヤーもテラビット級へ拡張
世界 大のキャリアクラステラビットルータ「Ｃｉｓｃｏ ＣＲＳ－１」を世界で初めて導入
統合バックボーンのコアルータとして２００５年１０月より稼動

Cisco CRS-1
テラビット級のバックプレーンとパケット処理能力を保有（ 大96Tbps）
業界初の40Gbit/sのインタフェース対応
次世代OS 「IOS-XR」を搭載し、強力な耐障害性
分散型マルチシェルフアーキテクチャによる高いスケーラビリティ
世界 大容量のルータとしてギネスブックに認定

ブロードバンドプラットフォーム
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■■ mplsASSOCIOmplsASSOCIOサービス：サービス：世界初世界初 の商用サービスの商用サービス

・MPLSをユーザインターフェースとするデータ伝送サービス

・2002年11月01日 提供開始

■■ サービスの特徴サービスの特徴

・MPLS技術の利用

：パケットに付与したラベルに基づき転送

：上位プロトコルに依存しない

ex. IPv6 , IPv4 etc.

：下位メディアに依存しない

ex. Ethernet , STM , ATM etc.

・LSP（Label Switched Path） * * 1

：LSPによりネットワーク間を接続、ネットワークを識別

：LSP上でトラフィック交換を実現

・AS間ピアリング * * 2 2 ポリシー

：AS間ピアリングポリシーに従いパケットを転送

ISPなどのIPネットワークでは不可能
ISP

ISP

ソフトバンクテレコム

CSP

* * MPLSMPLSをユーザインターフェースとする商用のサービスとしては世界初。をユーザインターフェースとする商用のサービスとしては世界初。

ブロードバンドプラットフォーム
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ＩＣＴプラットフォーム

ソフトバンクＩＤ管理ＤＢ課金ＤＢ

統合認証プラットホーム
（シンクロシステム）

統合認証プラットホーム
（シンクロシステム）

ブロードバンド ３Ｇ携帯電話無線ＬＡＮ

サ
ー
ビ
ス
Ａ

サ
ー
ビ
ス
Ａ

サ
ー
ビ
ス
Ｂ

サ
ー
ビ
ス
Ｂ

サ
ー
ビ
ス
Ｃ

サ
ー
ビ
ス
Ｃ

サ
ー
ビ
ス
Ｄ

サ
ー
ビ
ス
Ｄ

ID:AAA123         
PASS:ieh3ja8

ソフトバンク認証局ソフトバンク認証局

Powered by

アプリケーション、コンテンツ、ネットワークの各種サービス提供に必要な統合プラットフォーム
を構築中
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現在、共通プラットフォームの構築に向けて検討中

サービスデリバリープラットフォーム

プラットフォームに乗せるアプリケーションの準備を進めている

ＳＤＰ
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センサーネットワーク：建物内外温度センサーシステムセンサーネットワーク：建物内外温度センサーシステム

ID Terminal 
Equipment

Location 
Attribute 

DB
ID/Object 

DB

Time 
Stamp DB

温度センサー
＋ID端末

温度

室内外の温度差が±X℃以内（窓が開いていれば０）
に常時保たれていることを監視し、一定期間
（一年中等）守れたビル・建物に対し、税金の
軽減処置等を行う。（電気代節減に加えて）

地球温暖化への対策

☆

☆

☆
☆

☆

優秀な建物等は
ヤフーマップ上に

公開

サービスデリバリープラットフォーム

ＩＣＴプラットフォーム

ブロードバンドプラットフォーム

多地点から
の細かい
情報を
効率良く
処理。
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コンテキストアウェアネス

GPS

無線LAN

RFIDタグ
Sensor
etc

位置情報、時間、移動速度、etc

位置情報、時間、移動速度、etc

位置情報、接続環境、etc

位置情報、接続環境、etc

Cont
ext

に合わせた

サービス提供
Cont

ext
に合わせた

サービス提供

ユーザの接続環境、場所、時間等のコンテキストをネットワークが
認識し、コンテキストに 適化したサービスを提供。

ユーザの接続環境、場所、時間等のコンテキストをネットワークが
認識し、コンテキストに 適化したサービスを提供。

コンテキストを
総合的に解析し、
適なサービスを提供

コンテキストを
総合的に解析し、
適なサービスを提供

■ 利用者の状況や環境に 適な形態でサービスを提供する

サービスデリバリープラットフォーム

ＩＣＴプラットフォーム

ブロードバンドプラットフォーム
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「新世代ネットワークの課題」

ＩＲＩＳＩＲＩＳ
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低レイテンシーネットワークの必要性低レイテンシーネットワークの必要性
ネットワーク内部のレイテンシーがアプリケーション品質の低下やＩＰレベルの
スループット低下の原因に

ルータ

光伝送
装置 光ネットワーク

ＴＣＰ／ＩＰのやり取り

ＴＣＰ／ＩＰの送信確認手順（ＡＣＫ）に
より、単位時間当たりに送信できる

データ量が制限される

スループット低下問題

アプリの品質劣化

遅延の大きいネットワーク

ストレージの同期
ができない

ＩＰ電話の通話品質
劣化

スループット
低下

×

Ｐｏｓｔ－ＴＣＰの必要性大
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オープンな
ネットワーク

ＩＳＰ Ａ ＩＳＰ Ｂ ＩＳＰ Ｃ

ＩＳＰ変えたいんだ
けど、また家の中
の光配線工事を
やり直したり、せっ
かく買ったブロード
バンドルータも使
えなくなっちゃう・・

クローズドなネットワーク

サービス制御ＮＷ内がオープ
ンでないため、
ＮＮＩとＵＮＩを対
で提供しなけれ
ばならない

ＩＳＰの契約変更だ
けで切り替えでき
た。ブロードバンド
ルータもそのまま
使える。

データ転送

ＩＳＰ(Ａ)→ＩＳＰ(Ｂ)ＩＳＰ(Ａ)→ＩＳＰ(Ｂ)

ＯＮＵ，ＢＢルータは
そのまま

ＩＳＰを変える度に
光回線工事のや
り直し

光アクセス回線をオープン化することで、ユーザーは光工事のやり直しや、それにかかる工事費負担等
から開放され、自由なサービス選択が可能となる

ＩＳＰ Ａ ＩＳＰ Ｂ ＩＳＰ Ｃ

♪

オープン化によるユーザー指向なネットワークオープン化によるユーザー指向なネットワーク
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ユーザーに高度なサービスを提供するには、ＮＧＮ内部の各機能レイヤにおける
アンバンドル化、オープン化が必要。

ＮＧＮｓＮＧＮｓ
インターネットインターネット

トランスポート トランスポート トランスポート

エンドユーザー

サービス サービス サービス

ア
ン
バ
ン
ド
ル
化
・
オ
ー
プ
ン
化

プラットフォーム プラットフォーム プラットフォーム プラットフォーム

サーバー サーバー サーバー サーバー

サービスＡ サービスＢ

トランスポート

サービスＣ

理想的な次世代ネットワークの連携理想的な次世代ネットワークの連携
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ご清聴ありがとうございました

End of presentation


